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～血糖測定器の進歩～ 

血糖測定器には主に腕やお腹にセンサーを数日間装着して持続的に測定する方法（CGM）、 

指先で血液を採取して測定する方法(SMBG)があります。どちらの方法もその場で血糖の値が 

すぐにわかるため血糖マネジメントに活用されています。 

 

【指先の測定(SMBG)と持続測定(CGM)の違いってなに？】 

・SMBGで測定した場合       ・CGMで測定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

                 FreeStyle リブレ２患者さん向けご案内リーフレットより引用 

SMBGでの測定ではその時点での血糖値がわかるのに対して、CGMでの測定では持続的に血糖を

測定するため血糖の変化を連続した線で捉えることができます。連続した線で捉えることによっ

て高血糖や低血糖の予測や変動の大きさも把握ができるようになります。 

SMBGは測定するたびに穿刺が必要ですが CGM は測定するための穿刺が不要です。 

 

【CGM について詳しく】 

500円玉サイズのセンサーを腕に装着して持続的に血糖を測定します。センサーの交換は 2週

間に 1回です。（リブレ 2の場合） 

センサーは防水性があるので装着したまま入浴や運動もできるので普段通りの生活を送ることが

できます。 

対象になるのは 1日 1回以上のインスリン注射を行っている方です。 

 

【当院で扱っている血糖測定器】 

リブレ２、デクスコム G7の 2種類があります。 リブレ 2 センサー装着イメージ 

  

 

 

 

 

リブレ 2           デクスコム G7 

 

知って得するカロリーチェック 

 

雪印フルーツ乳飲料 1瓶（180ml）106Kcal 

カルシウム 76mg、タンパク質 2.3g、炭水化物 22g 


